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令和５年度自己評価票

施

設

名 称 結城市民文化センター

所 在 地 茨城県結城市中央町二丁目２番地

施 設 名 結城市民文化センターアクロス

指
定
管
理
者

名 称 公益財団法人 結城市文化・スポーツ振興事業団

所 在 地 結城市国府町一丁目１番地１

業務内容

結城市例規

結城市民文化センターの設置及び管理に関する条例（抜粋）

（指定管理者が行う業務）

第4条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。

(1) センターの使用の許可に関する業務

(2) センターの施設及び設備の維持管理に関する業務

(3) 前 2号に掲げるもののほか、センターの運営に関する事務

のうち、市長のみの権限に属する事務を除く業務

評 価 項 目
評 価

個別点 平均点 区 分

１．市民の平等利用、サービスの質の維持・向上

（１）平等な利用を図るための方策

具
体
的
な
取
組

① 利用者が施設を平等に利用できるような配慮

４

３．５ Ａ

結 果
貸館手続きマニュアルに基づき、利用者が施設を平等

に利用できるよう貸館業務を行った。

コメント

地方自治法第２４４条の「公の施設」として、関連法

令を遵守し、誰もが平等に利用できるサービスの提供

を行っていく。

② 利用者に対する窓口、電話等での接遇、案内等は公平かつ適

正に行う。

３

結 果

窓口、電話等での応対については、常に親切・丁寧を

心掛けた。今後も接遇研修を受講するなど、さらなる

向上に努める。

コメント

利用促進サービス向上のためには、職員の接遇意識・

技術の向上は不可欠であると考える。人的サービス向

上のため、接遇研修を実施し、その知識と技術を習得

する。

③ 自主事業計画等について、誰もが平等に参加できるよう適正

に計画・実施する。

３

結 果

自主事業（主催及び共催事業）については、年間を通

して幅広い年齢層や多様なニーズに対応するよう事

業内容を考慮した。
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コメント

文化情報の発信基地として、幅広い利用者ニーズに応

じた質の高い公演の鑑賞機会を提供し、地域文化活動

の活性化を支援していく。

④ 貸館受付の申請期日並びに利用時間について、利用者に平

等に遵守させる。

４結 果
結城市民文化センターの設置及び管理に関する条例

施行規則を遵守する。

コメント
催物の要望については、公共性や重要性を考慮し、弾

力的な運用に努める。

（２）サービスの維持及び向上の取組

具
体
的
な
取
組

① 利用件数・利用者数向上への取組

４

３．２ B

結 果

貸館申請の際、催物の内容に応じた適切な利用時間の

提案を行った。また、利用者との事前打ち合わせを行

い、無理・無駄のない利用となるよう確認・調整を行

った。

コメント
利用者が安全かつ快適に施設を利用できるよう、利用

者サービスの維持向上を図る。

② 利用者への適正な情報提供

３
結 果

アクロス情報誌、パンフレット、ホームページ、市の

広報誌、新聞掲載や新聞折込チラシ、地域コミュニテ

ィ誌、SNSを利用し、広く情報発信に努めた。また、

エントランスホールにおいて、デジタルサイネージや

近隣施設の催物のポスター掲示など、広くわかりやす

い情報の提供に努めた。

コメント
地域の住民や利用者の方々に、より親しまれる施設と

なるよう、多様なアプローチで広報活動を展開する。

③ 職員間での適正な情報共有

３
結 果

始業時・月例・臨時ミーティングの実施やグループウ

ェアデスクネッツを利用し、職員間の情報共有に努め

た。

コメント
日頃から職員間のコミュニケーションを大切にして

いる。

④ 施設の適正な維持管理・修繕

３

結 果
施設及び設備機器の保守点検を定期的に実施してい

る。

コメント

維持管理に関する業務については、専門技術者を活用

することにより、利用者サービスの向上につながると

判断した場合は、積極的に再委託を行う。

（３）利用者からの意見の把握・反映及び苦情に対する対応

① 利用者からの苦情・要望等に対する十分な対応
３ ３．０ Ｂ

結 果 利用者の苦情・要望については、迅速に対応した。
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具
体
的
な
取
組

コメント

トラブルが発生した場合には、責任のある職員を中心

に、複数名で利用者の意見に誠意をもって伺い、利用

者本位の立場での最良の解決策を検討・対処する。

② 職員間での適正な情報共有

３
結 果

利用者からの指摘で、問題点や検討が必要である事項

が生じた場合、早急に職員間で共有し、対処した。

コメント
苦情の内容を分析し、発生原因を究明のうえ、解決策

を検討する。

③ 市と関係機関との連携体制の整備

３結 果
定期的な事務連絡会の開催や各担当者間の報連相を

徹底した。

コメント
本事業団だけで処理できない事案については、市と連

携して解決を図る。

２．施設の利用促進等の取組等

（１）利用促進策

具
体
的
な
取
組

①エントランス等オープンスペースへの来場拡大、施設を知っても

らう活動の実施

３

３．０ Ｂ

結 果
エントランスホールに情報コーナー、デジタルサイネ

ージを設置し、最新の情報発信に努めた。

コメント

結城市の情報発信基地として、施設への関心や理解度

を高め、地域住民との関係を深めていくことにより施

設の活性化を目指す。

②地域文化の育成と支援、地域への貢献

３

結 果
市民の文化活動の活性化に寄与するべく、市民それぞ

れの催物の開催に協力した。

コメント

今後も芸術文化活動を行う人々に、発表や交流の機会

を提供できる施設として機能するとともに、情報提供

や支援をしていく役割を担う。

③ 市民の創造・交流の支援

３
結 果

市民の創造・交流支援として「祭りゆうき」「結いの

おと」等、市の活性化につながる催物について、円滑

に運営できるよう協力した。

コメント
利用者が積極的に活用できるよう、施設の特性を生か

し、市の芸術文化の発展を支援する。

④ 施設稼働率を高めるための利用者サービスの実施 ３
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結 果

貸館に関し、利用者にアドバイスを行なったほか、施

設がより使いやすく魅力ある施設となるよう、日頃か

ら施設の整備に努めた。

コメント
利用形態に応じた柔軟な各種サービスの提供を行い、

常に利用者の意見に耳を傾け、速やかな対応を行う。

（２）魅力的な自主事業の実施

具
体
的
な
取
組

① 結城文化の重要性・地域に根ざした事業展開

３

３．２ Ｂ

結 果

音楽文化に親しむ取り組みとして、６月に当館主催

のクラシックコンサートを開催し、また、８月には

市民文化団体とジャズフェスティバルを共催で開催

した。

コメント ｢文教都市・結城」の実現に向けた事業展開を目指す。

② 鑑賞型事業の実施

４
結 果

市民の多種多様な鑑賞ニーズに応えるため、幅広いジ

ャンルの催物の実施に努めた。

コメント
引き続きあらゆる世代をターゲットに見据えた事業

実施に努める。

③ 普及啓発・育成事業の実施

４

結 果

「ゆうき音楽文化振興プロジェクト」を立ち上げ、音

楽に関わる子どもたちの育成と普及啓発事業を実施

した

コメント

市内小中学校の児童・生徒の芸術文化活動に対する関

心や参加意欲を高め、今後の自主的な活動に生かせる

よう、活動の場を提供し、その取り組みを支援する。

④ 市民参加型事業の実施

２
結 果

市民が芸術文化事業に主体的にかかわる場を提供す

る事業として計画した。

コメント
市民が参加することにより、より親しまれる施設とし

て、施設と地域の“絆”の形成や存在感の強化を図る。

３．適正な施設及び設備の維持管理等

（１）施設・設備の維持管理策

① 施設の清掃と美観の維持 ４
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具
体
的
な
取
組

結 果

施設の清掃は、外部へ委託し、館内を常に清潔に保ち、

さらに、敷地内は除草作業による美観の維持を行っ

た。

全館一斉清掃に関しては、施設貸出への影響を与える

ため、休館日に作業を実施した。

また、感染症予防対策として、引き続き座席やドア等、

手が触れる場所へのアルコールで消毒を実施した。

３．４ Ａ

コメント
施設及び敷地内において良好な衛生環境、美観の維持

に心がけ、安全かつ快適な空間を保つことに努める。

② 適切な保守点検の実施

３結 果 外部委託により、適切・適法な保守点検を行っている。

コメント 今後も専門技術者による保守点検を行っていく。

③ 改修・修繕の対応

４

結 果

軽微なものについては、本事業団において速やかに修

繕し、その他のものについては、市への報告・提案、

または協議を行い対応した。

コメント

保守点検等により明らかとなった不具合については、

利用者への影響度、緊急性、費用対効果等の様々な視

点で、最も効果的、効率的な対策を検討する。

④ 職員による日常点検の実施

３結 果
職員は日常的に館内を巡回し、施設の不具合の発見に

努めている。

コメント
施設を安全に、かつ安心して利用できるよう、日常点

検を行い、常に施設の保全に努める。

⑤ 施設の保全計画

３

結 果
施設・設備の維持管理に関する業務の具体的計画に基

づき、点検を実施した。

コメント

あらかじめ予想される劣化による状況や、改修方法等

についての情報収集に努め、将来にわたって計画的に

改修が実施されるよう、継続的に維持管理計画を作成

し、保全に努める。

（２）環境に配慮した取組

具
体
的
な
取
組

① クール・ウォームビズの実施

３
３．３ Ａ

結 果
クール・ウォームビズを実施し、空調温度は夏28℃、

冬期20℃の設定を行った。

コメント 継続的に館内環境を保ちながら実施する。

② 施設利用時間に合わせた空調起動の調整 ４
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結 果

利用者へ影響を及ぼさない範囲で、可能な限りの調整

を行った。また、近年の気温変動により冷暖房切替え

時期の見直しを行った。

コメント 継続的に館内環境を保ちながら実施する。

③ 施設内各スペースの時間帯による節電

４結 果

利用者へ影響を及ぼさない範囲で、可能な限りの節電

を行った。また、デマンド監視装置により事務室内で

常時使用電力量の監視を行った。

コメント 継続的に館内環境を保ちながら実施する。

④ エコオフィス・施設化への取組

３
結 果 古紙や間伐材を使用した商品の購入を行っている。

コメント
継続的にエコオフィス・施設化への取り組みを実施す

る。

⑤ 資源ごみのリサイクルや節水の心掛け

３結 果

職員が自ら無駄をなくす「省エネルギー」への意識を

常に持ち、実践した。資源ごみのリサイクルは、市の

収集方法に沿って行った。

コメント 継続的にリサイクルや節水への取り組みを実施する。

⑥ 環境保全の取組

３
結 果

環境に配慮した取り組みを各種行なうとともに、平成

21年１月５日に、結城市において宣言されISO14001

自己宣言に則り、地球温暖化防止に取り組んでいる。

コメント 継続的に環境保全への取り組みを実施する。

４．安全対策、危機管理体制等に対する取組

（１）利用者の安全確保策

具
体
的
な
取
組

① 安全で快適な環境の整備

４結 果

職員の日常巡回点検と、専門技術者による設備点検を

バランスよく実施し、安全確保に努めた。また、来場

者への配慮として、館内表示の整備の他、貸出用車い

すの管理や、多目的トイレ等を、障害物の有無の確認

のため、日常的に巡回した。

コメント
利用者がいつでも安全で快適な環境で活動に専念で

きるよう、施設・設備等の安全管理を徹底する。

② 日常の事故防止等の安全対策

４結 果

毎朝の開館日には、職員がごみ拾いを兼ねた敷地内巡

回を行った。建物内外の巡回を行うことで、危険箇所

を排除する等、安全管理に努めた。

コメント 常に事故防止の意識を持って安全管理を行う。
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③ 専門技術者による各種保守点検や業務委託の実施

３

３．５ A

結 果
専門技術者による適正な各種保守点検や業務委託を

行った。

コメント

設備管理業務には必要な資格や技能を有する技術者

を選定し、委託業務の実施にあたっては、業務内容を

把握して適切な指導監督を行う。

④ 日常的な防災意識・防災体制の充実強化

３結 果
消防計画を作成し、防災体制を整備するとともに、常

に防災の意識をもって行動した。

コメント
日常的な防災意識・防災体制の充実強化に向けた取り

組みを行う。

⑤ 犯罪等の防止対策

３結 果

防犯灯や街路灯の確保、職員による定期的な巡回を行

い、年末年始の休館日には、職員が交代で巡回を行い、

犯罪・不法投棄・放置車両等の防止対策を講じた。

コメント 警察、各関係機関の協力を得ながら対応を図る。

⑥ 関係機関との連携体制

４
結 果

日頃から市、地元警察署及び消防署との連絡を密にと

り、情報を共有し、緊急事態の発生に備えた。

コメント
相互に緊密な情報交換を行い、情報収集連絡体制を確

立する。

⑦ 応急救護についての適切な対応

３結 果
「危機管理マニュアル」の事故等処理要項に沿って行

動し、迅速かつ適切な連絡・対応を行う。

コメント
継続的に消防署等による救急救命講習及びＡＥＤ講

習を受講する。

⑧ 舞台利用上の安全管理の徹底

４結 果

利用者には、舞台使用の際の安全に関する注意事項や

有事の際に備えて、非常口（避難口）と避難経路を確

実に伝え、常により安全な利用ができるよう努めた。

コメント
職員が利用者に対し、安全に留意しながら作業が進め

られるよう指導監督を行う。

⑨ 賠償責任保険への加入

４
結 果

公立文化施設賠償責任保険、公立文化施設災害補償保

険、公立文化施設貸館対応興行中止保険、マネーワン

保険に加入をしている。

コメント 損害時は、加入している保険で対応する。

（２）事故発生時の危機管理対策

具① 危機管理方針による適切な対応 ３ ３．２ B
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体
的
な
取
組

結 果

緊急時の対応は「危機管理マニュアル」「センター消

防計画」に沿うものとし、事故、災害等の発生の際に

は、人命の安全を最優先に対応する。

コメント
緊急時には、正確な情報を収集し、迅速に対応を決定

する。来館者の安全を最優先に考え、行動する。

② 有事における避難誘導体制の整備

３
結 果

避難誘導体制については、「危機管理マニュアル」に

沿うものとし、利用者を安全に誘導できるよう訓練を

行っている。

コメント
火災や地震、事故が発生した際に、利用者に被害が及

ばないことを最優先とする。

③ 防火避難訓練並びに防犯訓練の実施

３
結 果

防火避難訓練については年２回実施し、また防犯につ

いては、日頃から防犯を意識した巡回、ドアの施錠等

を徹底している。

コメント
定期的な防火避難訓練並びに防犯訓練を実施し、それ

ぞれに対する意識の高揚を図る。

④ 職員緊急連絡網の作成

４結 果 緊急時に備えて緊急連絡網を作成している。

コメント
毎年作成を行う。なお、人事異動や退職者があった場

合は速やかに訂正を行い、職員全員に周知徹底する。

（３）個人情報保護の為の措置

具
体
的
な
取
組

① 利用者の適正な個人情報保護

３

３．０ B

結 果

「個人情報の保護に関する法律」及び「公益財団法人

結城市文化・スポーツ振興事業団個人情報保護規程」

を遵守し、個人情報の適切な保護に努めた。

コメント 個人情報の適切な管理及び取り扱いを徹底する。

② 本事業団情報公開規程の適正な運用

３

結 果
「公益財団法人結城市文化・スポーツ振興事業団情報

公開規程」を定めて運用をしている。

コメント

個人情報を保護することは、「公の施設」管理運営に

際して課せられた社会的責務であるとともに、社会の

信頼を得て、種々の活動をする上で必要不可欠なもの

と考える。

５．指定管理者の安定性

（１）公益性の推進



- 9 -

具
体
的
な
取
組

① 文化諸事業を推進し、結城市民の創造的な文化活動の育成を

図り、もって市民文化の振興と発展に寄与する

４ ４．０ Ａ

結 果

結城市民憲章の精神に基づき、また結城市総合計画等

を十分に把握し、それらを具体化するサポート役とな

るよう、職員全員が一丸となり、より信頼される事業

運営を目指した。

コメント

今まで以上に文化・スポーツ振興事業団設立の意義と

役割を鑑み、本事業団が３２年以上に渡り蓄積したノ

ウハウや管理面、技術面における運営基盤のさらなる

強化を図り、結城市における市民文化の振興の中核と

して、文化情報の受発信源、地域活性化の拠点として

の機能を十二分に発揮できる事業運営に努める。

（２）経営基盤の安定性（資産・人員等）

具
体
的
な
取
組

① 事業計画に基づく効率的な事業経営並びに効果的な資金運

用

３

３．０ Ｂ

結 果

広報経費削減の一環として、自主財源確保に努めるた

め、ホームページやアクロス情報誌等の有料広告募集

を積極的に行った。

コメント

県、市、近隣の公立文化施設との連携を図るなど、よ

り多様な事業開催の実現、事業の格付けや集客のアッ

プ、より広範な広報により、コストやリスクの軽減に

努める。

② 効率的な人員配置

３
結 果

サービス水準の維持向上のための人材育成と、適切な

人員配置をすることで経費節減を図っている。

コメント
目的達成のための能力や知識、経験を有する人材の確

保に努める。

③ 費用対効果を念頭に置いた適正な施設の維持管理

４
結 果

職員による日常点検や、外部委託による各設備保守点

検を定期的に行い、適正な施設の維持管理に努めた。

計画的な維持管理が行えるよう、あらかじめ予想され

る劣化等の情報収集に努めた。

コメント
将来にわたって計画的に補修や改修が実施されるよ

う、市と事前協議をし、適切な保全計画を作成する。

④ 成果収益による剰余金の積み立て

２
結 果

管理運営経費の節減等による成果収益は、市と協議し

精算した。
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コメント 引き続き経費節減に取り組む。

（３）経費の節減策

具
体
的
な
取
組

① 運営コストの改善

３

２．７ Ｂ

結 果

事務の合理化に努め、また財務状況、事業成果を明確

に把握するとともに、予算の適正な執行を図り、可能

な限り運営コスト改善に努めた。

コメント 運営コストの見直しを引き続き行う。

② 公的資金（助成金・補助金等）の獲得による経費削減

２
結 果

助成金や補助金等の公的資金は重要な財源となるこ

とから、今後も情報を収集するとともに、市と協議

しながら公的資金を積極的に活用する。

コメント
助成金や補助金等の公的資金は、事業運営の重要な柱

として位置付け、これらの資金を積極的に活用する。

③ 業務委託費の削減

３

結 果

外部委託による保守点検業務委託等の契約に関して

は、できる限り長期継続契約を締結し、契約料の削減

に努めている。また、一般（指名）競争入札を積極的

に導入し、適切な業務仕様書と設計金額を策定したう

えで、受託者を決定した。さらに仕様の見直しによる

経費の節減等も行っている。

コメント

業務委託については、日頃から業務の見直しを行うこ

とによって、常に効率的な施設維持管理と業務委託費

削減に努める。

④ 財務経費の削減

３
結 果

財務会計に関して、会計規則を定め、統一的な処理を

通じて財務状況及び事業成果を明確に把握し、予算の

適正な執行管理及び事務の合理化に努めた。

コメント

文化センターを管理運営する上で期待される効果を

よく認識し、公平性、公正性、公益性が確保でき、よ

り効率的な運営ができるよう努力する。

評 価 結 果 評価平均点

１．市民の平等利用、サービスの質の維持・向上 ３．２ 点

２．施設の利用促進等の取組等 ３．１ 点

３．適正な施設及び設備の維持管理等 ３．３ 点

４．安全対策、危機管理体制等に対する取組 ３．２ 点

５．指定管理者の安定性 ３．２ 点
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合 計 １６．０ 点

総 合 評 価 B

館 長 （課 長） の 評 価 及 び 改 善 点 等

令和５年度は、９月から約１年３ヶ月に及ぶ天井等改修工事に伴う長期休館が予定されていた

ため、１年以上も前から利用者及び結城市内外の皆様に、館内掲示、広報紙及びホームページ等

で広く周知していた。しかしながら、工事の延期が決まり開館し続けたものの、施設利用の回復

が思わしくなかった。

そのような中、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が落ち着きを見せ始めたことから、市の

音楽文化の発展と振興の一助となるべく、新たに「ゆうき音楽文化振興プロジェクト」を立ち上

げ「市内小中学校音楽鑑賞教室」「ヴァイオリン・ヴィオラ体験教室」「アクロスオーケストラ

ファミリーコンサート」等の自主事業を通じて、幅広い世代の市民の皆様に生演奏に触れる機会

を提供した。

また、当館は開館後３２年が経過しており、施設及び設備の老朽化は避けられない状況である

ことから、施設の重要度や劣化状況に応じて、市の計画的な修繕・改修が実施されるよう所管の

生涯学習課と連携を密にし、適切な管理に努めていく。

令和６年１２月からは、延期となっていた天井等改修工事が予定されているが、引き続き当該

施設の指定管理者として、市民に親しまれる会館運営を念頭におき、利用者ニーズを的確に捉え

てより良い管理運営を心掛けていきたい。

指 定 管 理 者 の 総 合 的 な 評 価 ・ コ メ ン ト

市民文化センターの管理運営については、新型コロナウイルス感染症が令和５年５月に５類に

移行されたことにより、引き続き感染拡大防止に努めながら、総体的に計画に基づき、状況に応

じた適切な管理運営がなされたものと思料する。

令和５年９月から特定天井等改修工事による長期休館が予定されていたが、工事の延期が決ま

り開館し続けることとなった。しかしながら貸館事業については、使用件数及び使用人数、使用

料金は前年度と比較して減少となった。一方で、新たに「ゆうき音楽文化振興プロジェクト」を

立ち上げ、本市の文化芸術の発信拠点として各種事業に取組んだ。アクロスは、県内有数の文化

施設として高い評価を受けており、今後とも情報収集に努め、魅力的な事業の展開を図っていき

たい。

また、令和６年12月から令和８年３月までの予定で、特定天井改修等の工事が実施されるため

休館となるが、引き続き教育委員会と連携を密にし、計画的かつ効率的な指定管理費の執行に努

め、指定管理者として適正な施設の運営管理をしていく。
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管 理 者 （結 城 市） の 評 価 ・ コ メ ン ト

令和５年度は、５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行されたことで、感染拡大防止対

策を図りながら、音楽文化の振興のため積極的な取組が行われている。

主催・共催により多様なジャンルの催物を開催し、新たに、芸術文化の普及啓発活動として「ゆうき音

楽文化振興プロジェクト」を立ち上げ、子どもたちに音楽に触れる機会を提供することで、音楽への参加

意欲を高める取組を行い、本市の文化振興の拠点としての役割を果たしている。

また、特定天井等改修工事の延期により、令和５年９月から予定されていた休館期間が変更となった

ことで、令和５年度中は開館し続けることとなったが、情報誌やSNS、デジタルサイネージ等幅広い媒

体を活用して、利用者への適正な情報提供に努めている。

施設設備の日常的な点検や、日頃の防災意識・防災体制の強化に意識的に取り組み、また、施設の

清掃にも注意を払いながら美観の維持を行うことで、安全で快適な環境整備に努めている。

今後は、令和６年度から特定天井等改修工事が開始される予定であり、令和８年３月末まで長期休館

が予定されているが、工事中の対応などについて市と連携を取り、リニューアルオープン後さらに魅力

的な施設となるよう準備に取り組んでいただきたい。

４点 目標や計画を上回る成果があった。

３点 目標や計画どおりの成果があった。

２点
努力は認められるが、目標や計画を下回っており、継続して努力が必

要。

１点 目標や計画を下回っており、改善が必要。

【区 分】 A 平均点が ３．３以上

B 平均点が ２．６～３．２

C 平均点が １．６～２．５

D 平均点が １．０～１．５

【総合評価】 A 評価平均点合計が １６．１以上

B 評価平均点合計が １２．６～１６．０

C 評価平均点合計が ７．６～１２．５

D 評価平均点合計が ５．０～７．５


